
7
月
、
赤

字
ロ
ー
カ
ル

鉄
道
の
あ
り

方
を
議
論
す

る
国
土
交
通
省
の
有
識
者
会
議

が
開
か
れ
、
1
日
1
㎞
あ
た
り

の
利
用
者
数
が
1
0
0
0
人
未

満
の
路
線
に
つ
い
て
存
廃
を
協

議
す
る
提
言
を
ま
と
め
た
。
7

月
公
表
の「
国
土
形
成
計
画
」中

間
と
り
ま
と
め
で
、
日
常
生
活

が
成
り
立
つ
人
口
基
準
を
10
万

人
前
後
と
し
た
。
従
来
は
生
活

に
必
要
な
機
能
を
備
え
る
た
め

に
約
30
万
人
程
度
必
要
と
し
て

い
た
。
遠
隔
診
療
や
自
動
運
転

配
送
で
対
応
で
き
る
と
い
う
▼

明
治
以
後
、
鉄
道
は
日
本
中
に

敷
か
れ
、
ヒ
ト
や
モ
ノ
が
繋
が

り
国
と
し
て
一
体
化
し
発
展
し

て
き
た
。
し
か
し
国
鉄
民
営
化

後
、
元
来
人
口
の
少
な
い
地
域

の
路
線
は
赤
字
と
み
な
さ
れ
廃

線
に
。
廃
線
に
な
る
と
さ
ら
に

人
口
が
流
出
し
、
バ
ス
路
線
も

な
く
な
る
▼
過
疎
地
で
も
通
学

時
間
の
運
行
は
維
持
さ
れ
、
そ

こ
を
故
郷
と
し
て
子
ど
も
は

育
っ
た
。
し
か
し
廃
線
で
寮
や

下
宿
生
活
に
な
る
と
、
故
郷
で

の
思
春
期
は
な
く
な
り
、
病
気

や
介
護
で
実
家
に
親
が
い
な
く

な
る
と
、
生
家
し
か
残
ら
ず
故

郷
は
消
滅
す
る
▼
30
万
人
は
県

庁
所
在
地
規
模
で
あ
る
。
こ
こ

を
中
心
に
10
万
人
程
度
の
地
方

都
市
と
周
辺
町
村
で
県
独
自
の

文
化
生
活
圏
を
形
成
し
て
い
た
。

国
は
人
口
10
万
あ
れ
ば
デ
ジ
タ

ル
技
術
で
日
常
生
活
は
成
り
立

つ
と
い
う
。
物
流
は
自
動
運
転

で
可
能
だ
ろ
う
が
人
流
は
途
絶

え
る
。
人
流
が
途
絶
え
る
と
文

化
は
消
滅
す
る
。
今
地
方
社
会

を
維
持
し
な
け
れ
ば
、
異
常
気

象
で
崩
壊
す
る
山
河
の
管
理

や
、
沿
岸
部
か
ら
の
侵
入
者
の

監
視
が
で
き
な
く
な
る
。（
恭
仁
）

77
回
目
の
原
爆

忌
を
迎
え
た
こ
の

8
月
、
核
拡
散
防

止
条
約
（
Ｎ
Ｐ

Ｔ
）
再
検
討
会
議

が
国
連
本
部
で
開

催
さ
れ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
の
核

威
嚇
で
危
機
感
が
広
が
る
中
、

核
軍
縮
で
合
意
で
き
る
か
、
Ｎ

Ｐ
Ｔ
体
制
そ
の
も
の
が
問
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｔ
は
米
、
露
、
英
、

仏
、
中
の
5
カ
国
を
「
核
兵
器

国
」
と
定
め
、「
核
兵
器
国
」

以
外
へ
の
核
兵
器
の
拡
散
を
防

止
す
る
条
約
で
、
6
条
に
お
い

て
核
軍
縮
誠
実
交
渉
義
務
を
課

す
。
こ
れ
が
一
向
に
進
ま
な
い

こ
と
か
ら
、「
核
兵
器
の
非
人

道
性
」
を
根
拠
に
市
民
社
会
や

被
爆
者
が
後
押
し
し
て
核
兵
器

を
違
法
化
し
た
の
が
、
核
兵
器

禁
止
条
約
（
Ｔ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
）
だ
。

6
月
に
開
か
れ
た
禁
止
条
約

の
第
1
回
締
約
国
会
議
で
は
、

「
核
な
き
世
界
」
実
現
に
向
け

て
即
時
の
行
動
を
求
め
る

「
ウ
ィ
ー
ン
宣
言
」
を
採
択
し

た
。
こ
の
中
で
、「
核
抑
止
論
」

は
地
球
規
模
の
壊
滅
的
な
結
末

を
も
た
ら
す
危
険
性
に
基
づ
く

も
の
で
誤
り
と
断
じ
た
。

　
米
国
の「
核
の
傘
」に
依
存
す

る
日
本
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
偏
重
し
、

Ｔ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参

加
さ
え
せ
ず
、
世
界
を
失
望
さ

せ
た
。
立
場
を
同
じ
く
す
る
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
の
ド
イ
ツ
は
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
参
加
し
、
核
軍
縮
の

重
要
性
に
言
及
し
た
上
で
、
Ｎ

Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
で
議
論
す
る

考
え
を
表
明
し
た
。
日
本
が

「
核
保
有
国
と
非
保
有
国
の
橋

渡
し
」
を
自
任
す
る
な
ら
ば
、

こ
の
よ
う
な
姿
勢
こ
そ
然
る
べ

き
で
あ
り
、「
日
本
に
は
、
橋

渡
し
役
の
資
格
は
な
い
」（
フ
ィ

ン
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
事
務
局
長
）
と
の

批
判
も
当
然
だ
。
被
爆
国
だ
か

ら
こ
そ
果
た
せ
る
役
割
を
、
今

一
度
問
い
直
し
て
ほ
し
い
。

40
年
前
の
9
月
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ

Ｗ
（
核
戦
争
防
止
国
際
医
師
会

議
）
の
設
立
に
触
発
さ
れ
、
協

会
代
議
員
会
の
発
議
に
基
づ
き

「
核
戦
争
防
止
・
核
兵
器
廃
絶

を
訴
え
る
京
都
医
師
の
会
（
反

核
京
都
医
師
の
会
）」
が
設
立

さ
れ
た
。
同
会
は
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｗ

（
核
戦
争
に
反
対
す
る
医
師
の

会
）
に
も
所
属
し
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ

Ｗ
の
京
都
府
支
部
で
も
あ
る
と

い
う
全
国
で
も
稀
有
な
存
在
と

し
て
活
動
し
つ
つ
、
府
内
の
諸

団
体
と
反
核
ネ
ッ
ト
を
形
成
し

て
活
動
（「
40
年
の
あ
ゆ
み
」

を
参
照
）。
近
年
は
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ

（
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
）
が
国
際
的
に
取
り
組

み
効
果
を
あ
げ
て
い
る
「
核
兵

器
に
お
金
を
貸
す
な
」
を
国
内

で
も
広
げ
る
べ
く
、
近
畿
の
諸

団
体
と
と
も
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
被
爆
の
実
相
を
語
り
反
核
運

動
を
先
導
し
て
き
た
被
爆
者
の

方
々
と
同
様
、
医
師
の
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
か
ら
立
ち
上
げ
ら
れ

た
反
核
医
師
の
会
会
員
の
高
齢

化
も
避
け
が
た
く
あ
る
。

　
締
約
国
会
議
の
開
か
れ
た

ウ
ィ
ー
ン
に
は
、
日
本
の
若
者

も
現
地
を
訪
れ
て
直
接
発
信
す

る
活
動
な
ど
が
注
目
さ
れ
た
。

二
度
と
戦
争
や
核
兵
器
使
用
を

し
て
は
な
ら
な
い
と
の
思
い

を
、
若
い
世
代
の
方
々
と
共
有

し
、
反
核
医
師
の
会
の
活
動
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

「
核
な
き
世
界
」
実
現
に
向
け
て

竹
内
周
徳
名
誉
理
事
長
が
ご
逝
去

　
京
都
府
保
険
医
協
会
名
誉
理
事
長
の
竹

内
周
徳
先
生
（
96
歳
、
下
京
西
部
）
が
、

7
月
29
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
竹
内

先
生
は
、
1
9
7
1
年
度
か
ら
理
事
、
77

年
か
ら
86
年
度
ま
で
副
理
事
長
、
87
年
か

ら
92
年
度
ま
で
理
事
長
を
歴
任
さ
れ
、
以

降
は
名
誉
理
事
長
に
就
任
。
長
き
に
わ
た

り
協
会
活
動
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
先
生
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。（
追
悼
文
は
次
々
号
掲
載
）

（
2
0
1
0
年
撮
影
）

訃
報 オンライン資格確認
原則義務化の撤回を

6
月
7
日
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の

基
本
方
針
2
0
2
2
」
は
、

「
保
険
医
療
機
関
・
薬
局
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
導
入

を
2
0
2
3
年
4
月
か
ら
原
則

と
し
て
義
務
付
け
る
」、
さ
ら

に
「
24
年
度
中
を
目
途
に
保
険

者
に
よ
る
保
険
証
発
行
の
選
択

制
の
導
入
を
目
指
し
、
保
険
証

の
原
則
廃
止
を
目
指
す
」
と
打

ち
出
し
た
。

　
そ
れ
に
先
立
つ
5
月
25
日
の

社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部

会
で
、
厚
生
労
働
省
は
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
の
原
則
義
務
化

に
向
け
て
、
療
養
担
当
規
則
の

改
正
を
図
る
考
え
を
示
し
た
と

報
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
を
受
け
、
協
会
は
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
導

入
の
義
務
化
に
反
対
し
、
撤
回

を
求
め
る
と
と
も
に
別
表
の
項

目
を
要
請
し
た
。

　
要
請
書
は
、
岸
田
内
閣
総
理

大
臣
、
鈴
木
財
務
大
臣
、
後
藤

厚
生
労
働
大
臣
を
は
じ
め
、
関

係
各
所
に
7
月
26
日
付
で
届
け

た
。シ

ス
テ
ム
押
し
付
け
で

現
場
に
広
が
る
戸
惑
い

5
月
25
日
の
社
保
審
医
療
保

険
部
会
で
は
、
厚
生
労
働
省
の

提
案
を
聞
い
た
日
本
医
師
会
の

松
原
副
会
長
（
当
時
）
か
ら
の

「（
義
務
化
に
対
応
で
き
な
い
場

合
は
）
保
険
医
療
機
関
を
や
め

ろ
と
い
う
こ
と
か
。
や
り
方
が

拙
速
す
ぎ
る
」
と
の
発
言
は
ま

さ
に
そ
の
通
り
で
あ
る
。

　
省
令
改
正
で
レ
セ
プ
ト
の
オ

ン
ラ
イ
ン
請
求
が
07
年
4
月
10

日
に
義
務
化
さ
れ
、そ
の
後
、電

25
日
厚
労
省
資
料
よ
り
。
22
年

4
月
分
実
績
）。
こ
の
数
字

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

保
険
証
と
し
て
利
用
し
た
い
国

民
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
政
府
は
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
シ
ス
テ
ム
を
基
盤
に
収
集
し

た
医
療
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
民

間
企
業
に
開
放
し
、
Ｉ
Ｔ
企
業

の
育
成
や
「
経
済
成
長
」
に
結

び
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
個
人

で
健
康
管
理
を
行
う
よ
う
行
動

変
容
を
図
り
医
療
費
の
抑
制
を

狙
う
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
関

す
る
ツ
ー
ル
の
開
発
で
企
業
に

財
政
支
出
を
行
う
、
そ
し
て
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
収
集
し
た
個

人
情
報
を
企
業
で
活
用
す
る
―

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
惑
を

も
っ
て
個
人
情
報
を
大
規
模
に

集
め
る
手
段
が
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
で
紐
付
け
で
き
る
制
度
の

拡
大
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
な
の
で
あ
る
。

従
来
通
り
の
保
険
証
の

交
付
で
十
分

　
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
最

大
の
メ
リ
ッ
ト
は
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
近
い
資
格
確
認
だ
が
、
保

険
者
が
中
間
サ
ー
バ
ー
に
登
録

し
た
患
者
情
報
に
、
い
ま
だ
に

入
力
誤
り
が
続
い
て
い
る
。

　
一
方
、
21
年
10
月
か
ら
支
払

側
で
資
格
喪
失
後
の
レ
セ
プ
ト

振
替
が
行
わ
れ
て
お
り
、
資
格

過
誤
は
減
り
つ
つ
あ
る
。
保
険

者
が
責
任
を
持
っ
て
保
険
証
を

管
理
す
る
こ
と
が
前
提
だ
が
、

保
険
医
療
機
関
側
に
と
っ
て
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム

導
入
の
メ
リ
ッ
ト
は
些
少
で
あ

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
以
上
の
理
由
か
ら
、
協
会
は

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ

ム
導
入
義
務
化
と
保
険
証
廃
止

の
方
針
に
対
し
強
く
抗
議
し
、

撤
回
を
求
め
、
関
係
各
所
に
も

要
請
し
て
い
る
。

子
媒
体
に
よ
る
請
求
、
紙
に
よ

る
請
求
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
ま
で
の
間
に
、
ベ
テ
ラ
ン

保
険
医
が
制
度
改
変
に
つ
い
て

い
け
な
い
と
閉
院
し
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
今
回
の
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
の
義
務
化
は
、
医

療
提
供
体
制
の
縮
小
さ
え
狙
っ

て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
シ
ス
テ
ム
は
、
23
年
3
月
末

を
締
切
に
、
国
に
補
助
を
申
し

出
た
場
合
、
顔
認
証
機
能
付

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
は
病
院
3

台
、
診
療
所
1
台
ま
で
無
償
提

供
。
そ
の
他
シ
ス
テ
ム
導
入
費

用
に
も
補
助
が
出
さ
れ
る
。
し

か
し
、
導
入
後
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
や
保
守
終
了
期
の
継
続

費
用
、
機
種
の
買
い
替
え
費
用

な
ど
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

普
及
の
真
の
狙
い

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
割
合
は
全
国
で
45
・
3
％
だ

が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
資
格
確

認
の
内
訳
を
見
る
と
、
保
険
証

に
よ
る
確
認
が
85
・
6
％
と
ほ

と
ん
ど
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
よ
る
資
格
確
認
は

0
・
5
％
に
過
ぎ
な
い
（
5
月

（表） 要請項目

① オンライン資格確認システム導入
の原則義務化方針の撤回
② 将来的に保険証を廃止する方針の
撤回
③ （厚生労働省は）療養担当規則の
改悪によるオンライン資格確認シ
ステム導入の原則義務化導入検討
の即時中止

④ 限度額適用認定証、限度額適用・標
準負担額減額認定証は患者の申請に
よらず保険証とともに適宜発行を
⑤ 中医協各委員、衆参厚生労働委員
各位においては要請実現に向けて
注力いただきたい

保
険
証
交
付
の
継
続
求
め
国
に
要
請

保
険
証
交
付
の
継
続
求
め
国
に
要
請

2 0 2 2 年 (令和 4年) 8 月 1 0 日 第 3 1 2 7 号京 都 保 険 医 新 聞( 1 ) 毎月10日･25日発行

主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険

０７５－２１２－０３０３

施
設
留
め
置
き
問
題
で
府
に
要
請
（
2
面
）

苦
情
を
信
頼
に
　医
院
で
接
遇
研
修
（
2
面
）

京
都
市

総
合
支
援
で
補
助
金
（
4
面
）

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto



　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
第
6
波
で
、
高
齢
者
や
障
害

の
あ
る
施
設
入
所
者
が
入
院
で

き
ず
、
生
命
を
落
と
す
事
態
が

多
数
発
生
し
た
問
題
（
留
め
置

き
死
問
題
）
に
つ
い
て
、
6
月

18
日
に
開
催
し
た
「
第
1
回

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
の
参
加
者
一

都
社
会
保
障
推
進
協
議
会
事
務

局
長
）
と
協
会
事
務
局
。
京
都

府
か
ら
は
医
療
課
の
安
原
課

長
、
健
康
対
策
課
の
三
輪
参

事
、
健
康
福
祉
総
務
課
の
古
川

参
事
が
出
席
し
た
。

続
き
入
院
で
き
な
い
実
態
が
続

い
て
い
る
。
重
症
化
し
て
亡
く

な
る
直
前
に
や
っ
と
入
院
さ
せ

る
こ
れ
ま
で
の
入
院
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
改
め
、
重
症
に
な
る

前
に
入
院
・
治
療
し
、
安
定
し

た
ら
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
稼
働

さ
せ
て
い
な
い
「
入
院
待
機
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
い
っ
た
ん

入
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
上
で
施

設
に
帰
っ
て
も
ら
う
よ
う
な
対

応
が
必
要
と
提
起
し
た
。
障
害

の
あ
る
人
の
施
設
の
現
場
か
ら

は
、
コ
ロ
ナ
禍
は
障
害
の
あ
る

人
た
ち
が
一
市
民
と
し
て
の
権

利
を
保
障
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
平
時
で

も
障
害
の
あ
る
人
は
入
院
に
付

添
を
求
め
ら
れ
る
等
、
ハ
ー
ド

ル
が
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
逆

に
付
添
が
認
め
ら
れ
ず
、
入
院

で
き
な
い
実
態
が
あ
る
。
医

療
・
福
祉
の
連
携
の
な
さ
が
際

立
っ
て
い
る
と
訴
え
た
。

　
府
当
局
は
「
入
院
待
機
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
活
用
が
始

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
、
必
要
な
人
は
入
院
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
体
制
を
構
築
す

る
と
コ
メ
ン
ト
。
参
加
者
か
ら

は
、
ど
う
や
っ
た
ら
死
亡
者
を

な
く
せ
る
か
。
そ
の
た
め
に
ど

ん
な
入
院
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必

要
か
。
そ
の
た
め
に
こ
れ
ま
で

動
か
し
て
こ
な
か
っ
た
入
院
待

機
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
活
用

す
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
府

議
会
に
お
い
て
府
は
「
必
要
な

人
は
入
院
で
き
て
い
る
」
と
答

弁
し
て
い
る
が
、
実
態
と
ず
れ

て
い
る
。
実
情
を
つ
か
み
、
命

に
か
か
わ
る
問
題
を
う
や
む
や

に
し
な
い
姿
勢
が
必
要
と
厳
し

く
指
摘
し
た
。

　
協
会
は
6
月
16
日
、
医
療
法
人
そ
が
べ
医
院
（
西

京
区
）
に
㈱
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
・
Ｓ
Ｉ
Ｑ
協
会
の
接
遇
講

師
の
谷
洋
子
氏
を
派
遣
し
、
3
回
目
の
接
遇
研
修
を

開
催
し
た
。
曽
我
部
院
長
を
含
め
12
人
が
参
加
。
今

回
は
「
ご
意
見
対
応
編
」
と
し
て
、
患
者
か
ら
の
苦

情
を
い
か
に
ク
レ
ー
ム
（
意
見
）
に
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る
か
を
実
践
形
式
で
学
ん
だ
。

初
期
対
応
の
ポ
イ
ン
ト

を
学
習

　
患
者
か
ら
の
苦
情
は
、〝
待

た
さ
れ
る
〞〝
話
を
聴
い
て
く

れ
な
い
〞〝
返
事
が
な
い
〞
な

ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足

か
ら
生
じ
る
こ
と
が
多
い
。
苦

情
の
原
因
は
必
ず
医
院
側
に
あ

る
た
め
、
対
応
し
た
者
が
直
接

悪
く
な
く
て
も
、
不
快
な
思
い

を
さ
せ
た
こ
と
に
ま
ず
謝
罪
を

す
る
こ
と
が
基
本
。
と
っ
さ
に

そ
の
謝
罪
の
言
葉
が
言
え
る

と
、
苦
情
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し

な
い
た
め
の
初
期
対
応
に
な

る
。
患
者
に
は
、
今
後
同
じ
こ

と
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
十
分

に
注
意
し
て
い
く
こ
と
を
伝
え

る
こ
と
も
忘
れ
な
い
。

　
謝
罪
し
て
い
る
こ
と
が
患
者

の
望
み
と
ズ
レ
な
い
よ
う
に
、

し
っ
か
り
患
者
の
話
を
聴
く
。

そ
の
た
め
に
相
手
の
言
っ
た
こ

と
を
復
唱
す
る
こ
と
も
重
要
。

　
言
葉
以
外
の
対
応
方
法
は
、

時
を
変
え
る
、
場
所
を
変
え

る
、
人
を
変
え
る
こ
と
。
患
者

が
感
情
的
に
な
っ
て
い
る
場
合

は
、
場
所
を
移
っ
て
、
座
っ
て

も
ら
っ
て
お
茶
を
飲
ん
で
も
ら

い
、
上
司
を
同
席
さ
せ
て
話
を

聴
く
姿
勢
を
見
せ
る
と
、
患
者

の
気
持
ち
も
少
し
は
和
ら
ぐ
こ

と
が
期
待
で
き
る
。

　
意
見
対
応
は
医
院
の
危
機
管

理
の
一
つ
で
、
今
後
同
じ
こ
と

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
予
防
す
る

た
め
に
あ
る
。
し
っ
か
り
対
応

す
る
こ
と
で
、
医
院
の
信
頼
を

高
め
る
チ
ャ
ン
ス
に
も
な
る
。

医
院
で
の
接
遇
研
修

開
催
の
思
い

　
今
回
、
曽
我
部
院
長
に
接
遇

研
修
に
か
け
る
思
い
を
語
っ
て

い
た
だ
い
た
。

1
回
目
の
研
修
か
ら
1
年
が

経
ち
、
従
業
員
の
意
識
や
医
院

に
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
？

　
―
私
も
含
め
て
み
ん
な
接
遇

に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と

が
な
か
っ
た
。
今
ま
で

疑
問
に
感
じ
な
か
っ
た

こ
と
に
、
で
き
て
い
な

か
っ
た
と
気
づ
け
た
意

義
は
大
き
い
。
接
遇
の

基
本
を
知
っ
て
い
る
か

知
ら
な
い
か
は
、
日
々

の
患
者
対
応
で
大
き
な

差
が
出
る
。
最
近
で

は
、
医
院
に
寄
せ
ら
れ

る
患
者
さ
ん
か
ら
の
ク

レ
ー
ム
が
減
っ
た
と
い

う
印
象
を
持
っ
て
い

る
。

と
が
大
事
だ
と
伝
え
、
今
は
順

番
に
担
当
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
こ
の
間
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

つ
い
て
は
い
か
が
で
す
か
？

　
―
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、

従
業
員
が
安
心
し
て
働
け
る
よ

う
に
な
っ
た
。
当
初
は
、
過
度

に
不
安
に
な
っ
て
い
た
が
、
ど

う
し
た
ら
感
染
し
な
い
か
丁
寧

に
説
明
し
て
、
外
来
の
仕
組
み

も
変
え
て
い
っ
た
。
発
熱
患
者

は
院
内
に
入
ら
な
い
よ
う
徹
底

す
る
な
ど
、
患
者
さ
ん
に
も
随

分
と
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
初
め
て
来
院
さ

れ
る
患
者
さ
ん
も
増
え
た
が
、

状
況
が
ど
ん
ど
ん
変
化
す
る
中

で
対
応
で
き
た
の
は
、
接
遇
研

修
を
通
し
て
、
患
者
さ
ん
の
視

点
で
物
事
を
考
え
る
こ
と
が
で

き
た
か
ら
だ
。
患
者
さ
ん
の
不

安
に
寄
り
添
う
気
持
ち
、
患
者

さ
ん
へ
の
声
掛
け
一
つ
な
ど
少

し
の
心
配
り
で
、
患
者
さ
ん
の

満
足
度
も
上
が
る
と
実
感
し
て

い
る
。

　
今
後
、
実
践
し
て
い
き
た
い

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
―
従
業
員
全
員
の
意
識
を
変

え
る
こ
と
は
本
当
に
難
し
い
。

特
に
ベ
テ
ラ
ン
の
従
業
員
は
プ

ラ
イ
ド
や
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て

働
い
て
い
る
。
彼
女
た
ち
に
納

得
し
て
も
ら
っ
て
、
全
員
の
思

い
を
一
つ
に
医
院
の
接
遇
力
を

も
っ
と
上
げ
て
い
き
い
た
い
。

従
業
員
全
員
で
同
じ
こ
と
を
学

び
、
共
通
認
識
を
持
つ
こ
と
に

意
味
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

4
回
目
の
研
修
も
計
画
し
て
い

る
。

　
接
遇
研
修
は
従
業
員
が
受
け

る
も
の
と
思
い
が
ち
で
あ
る

が
、
院
長
に
こ
そ
受
け
て
ほ
し

い
。
き
っ
と
新
た
な
気
づ
き
を

得
て
、
患
者
さ
ん
の
満
足
度
を

上
げ
る
き
っ
か
け
に
な
る
。
接

遇
は
医
院
経
営
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
う
。

患
者
の「
意
見
」を
信
頼
に
つ
な
げ
る

医
院
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
接
遇
研
修

　
研
修
を
受
け
て
新
た
に
取
り

組
ま
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？

　
―
毎
日
朝
礼
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
従
業
員
が
決
め
た
毎

月
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
復
唱
と
あ

い
さ
つ
を
練
習
し
て
い
る
。
最

初
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
考
え
ら
れ

な
い
と
言
う
従
業
員
も
い
た

が
、
一
人
ひ
と
り
が
考
え
る
こ

　
高
齢
者
施
設
の
現
場
か
ら

は
、
特
養
に
入
所
す
る
高
齢
者

の
多
く
は
認
知
症
の
方
が
多

く
、
物
理
的
・
人
員
的
に
ゾ
ー

ニ
ン
グ
が
困
難
で
あ
る
。
第
6

波
で
あ
れ
ほ
ど
施
設
留
め
置
き

が
問
題
と
な
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
第
7
波
と
な
っ
て
も
引
き

同
が
確
認
し
た
「
声
明
」

を
府
当
局
に
提
出
し
、
意

見
交
換
し
た
。
意
見
交
換

後
、
府
政
記
者
室
に
資
料

提
供
す
る
と
と
も
に
、
京

都
府
議
会
各
会
派
に
も
要

請
し
た
。

　
参
加
者
は
、
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
呼
び
か
け
団
体
か
ら

井
上
ひ
ろ
み
氏
（
社
会
福

祉
法
人
七
野
会
理
事
長
）、

西
村
清
忠
氏
（
き
ょ
う
さ

れ
ん
京
都
支
部
支
部
長
）、

松
田
貴
弘
氏
（
京
都
民
主

医
療
機
関
連
合
会
事
務
局

長
）、
松
本
隆
浩
氏
（
京

新型コロナ

入所者でも入院できる体制を
施設留め置き問題で府に要請

保険医協会の休業補償制度へご加入をおすすめします

府
に
施
設
の
実
態
訴
え
る
参
加
者
ら

意
見
対
応
は
危
機
管
理
の
一
環

休業補償制度の「一括告知制度」の
加入要件が緩和されました！

一括告知制度とは…
　以下の加入要件を満たす場合、加入者は過
去の既往症に関わらず、ご加入いただけます。

対象者は
会員の先生と正職員の
従業員全員です

（パート職員の加入も可）

加入要件 
● １医療機関５人以上で、対象者全員が加入す
ること
● 加入者は身体の障害（ケガや疾病）により就
業不能となっておらず、年１回以上の健康
診断を受診していること

パート職員を除く全員でOK

従業員の
福利厚生に

先生ご自身の
突然のケガや
病気の備えに

©もへろん©もへろん

困困ったときったときははまずごまずご連絡連絡をを
保険請求など  日常診療をサポート
保険請求の疑問、審査・指導の相談など、
協会は日常診療での会員・医療機関従業
員からのご相談に対応しています。新規
個別指導をはじめ、指導の不安や疑問も
ご相談下さい。しっかりサポートします。

2 0 2 2 年 (令和 4年) 8 月 1 0 日第 3 1 2 7 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月10日･25日発行

お問い合わせは協会事務局まで ☎075-212-8877

病院・診療所で
接遇研修をしませんか？

経験豊かな経験豊かな
講師を派遣します講師を派遣します

実際に起こる場面を想定した実技を取り入れるなど、
オリジナルの研修が可能です。従業員の育成や接遇力
向上の一助にご活用下さい。講師は接遇研修に精通し
たベテランの方を派遣します（㈱JAPAN・SIQ協会）。

•患者さんからのクレーム対応
•電話対応
•チームパワーアップ研修
•リーダー研修　など

研修例

ご希望の日時・内容を事前
にお伺いします。
費用など、お気軽にお問い
合わせ下さい。

ご希望の日時・内容を事前



　
協
会
は
、
7
月
13
日
に
「
接
遇
マ
ナ
ー
研
修
会
（
初
級
編
）」
を
開
催
。
15
人
が

参
加
し
た
。
講
師
は
㈱
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
・
Ｓ
Ｉ
Ｑ
協
会
の
川
﨑
ゆ
か
り
氏
。
保
険
医
協

会
の
接
遇
研
修
は
、
参
加
者
同
士
で
あ
い
さ
つ
や
所
作
、
言
葉
遣
い
な
ど
を
確
認
し

あ
う
「
実
践
形
式
」
が
毎
回
好
評
を
博
し
て
お
り
、
今
回
も
参
加
者
か
ら
「
説
明
を

受
け
て
か
ら
ペ
ア
に
な
っ
て
実
践
す
る
の
が
分
か
り
や
す
く
、
覚
え
や
す
か
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
以
下
、
参
加
記
を
掲
載
す
る
。

実
践
形
式
で
基
礎
を
学
ぶ

接
遇
マ
ナ
ー
研
修
会（
初
級
編
）を
開
催

皆
で
接
遇
を
身
に
つ
け
て
、
ま
た
来
た

い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
医
院
へ

石
川
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
（
左
京
）

樋
口
悠
果

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し

て
第
一
印
象
の
重
要
性
、
言
葉
遣
い
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。
安
心
や
信
頼
さ
れ
る
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
目
指
す
に
は
、
最
初

に
与
え
た
印
象
が
大
事
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
第
一
印
象
に
は
メ
ラ
ビ
ア
ン

の
法
則
が
あ
り
、
約
5
割
が
視

覚
、
約
4
割
が
聴
覚
で
す
。
そ

の
中
で
も
視
覚
と
聴
覚
ど
ち
ら

に
も
該
当
す
る
の
が
あ
い
さ
つ

で
す
。
忙
し
い
中
で
も
簡
潔
で

迅
速
で
感
じ
良
く
あ
い
さ
つ
す

る
に
は
、
会
釈
と
目
線
が
大
切

で
す
。
軽
め
に
体
を
傾
け
る
だ

け
で
あ
い
さ
つ
の
格
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
、
目
線
も
相
手
の

方
を
見
て
視
線
を
送
る
こ
と

で
、
よ
り
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
と
い
う
意

思
表
示
に
な
り
ま
す
。
マ
ス
ク

で
目
元
し
か
見
え
な
い
状
態
で

生
が
仰
っ
て
い
ま
し
た
。
敬
語

に
し
た
ら
全
て
正
し
い
の
で
は

な
く
、
感
じ
良
く
聞
き
取
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
大
事
だ
そ
う
で

す
。
依
頼
や
お
願
い
を
す
る
時

は
ク
ッ
シ
ョ
ン
言
葉
を
活
用
し

た
り
、
否
定
形
を
肯
定
形
で
伝

え
た
り
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
講

習
で
実
際
に
言
葉
遣
い
の
確
認

を
し
た
際
に
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
言

葉
を
活
用
で
き
て
い
な
か
っ
た

り
、
普
段
何
気
な
く
発
し
て
い

る
言
葉
が
間
違
っ
て
い
た
り
し

て
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
同

僚
に
も
内
容
を
し
っ
か
り
と
伝

え
、
皆
で
接
遇
を
身
に
つ
け
て

患
者
さ
ん
に
ま
た
来
た
い
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
よ

り
良
い
医
院
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
次
回
も
研

修
会
が
あ
れ
ば
、
ま
た
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

表
情
を
伝
え
る
の
は

難
し
く
、
同
じ
笑
顔

で
も
マ
ス
ク
の
下
で

歯
を
出
し
て
笑
っ
て

い
る
か
ど
う
か
で
目

元
の
表
情
が
変
わ
る

こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
自
分
の
思
っ

て
い
る
以
上
に
患
者

さ
ん
に
は
表
情
が
伝

わ
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
反

省
し
ま
し
た
。

　
気
遣
い
と
心
遣
い

を
言
葉
で
表
す
の
が

言
葉
遣
い
と
川
﨑
先

　
新
規
開
業
を
考
え
て
い
る
勤

務
医
を
対
象
に
「
新
規
開
業
を

考
え
る
方
の
た
め
の
講
習
会
」

を
5
月
29
日
に
開
催
し
、
4
人

が
参
加
し
た
。

　
廣
井
増
生
税
理
士
事
務
所
所

長
の
廣
井
増
生
氏
よ
り
「
開
業

後
一
日
も
早
く
軌
道
に
乗
せ
る

た
め
に
〜
事
前
準
備
の
ポ
イ
ン

ト
〜
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
そ

の
後
、
医
療
法
人
社
団
タ
ケ
ダ

内
科
医
院
院
長
の
武
田
真
一
氏

（
西
京
）
よ
り
開
業
時
の
経
験

な
ど
を
話
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
廣
井
氏
は
、
開
業
地
の
選
定

の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
「
自
身
の

診
療
科
で
ど
ん
な
患
者
が
来
院

す
る
の
か
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、

患
者
の
来
院
方
法
が
徒
歩
・

車
・
電
車
の
い
ず
れ
か
を
見
極

め
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
」
と
し

た
。
ま
た
、
開
業
地
の
人
通
り

を
実
際
に
見
に
行
く
こ
と
が
大

事
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
上
で

「
人
通
り
は
、
時
間
帯
に
よ
っ

て
全
く
違
う
。
決
ま
っ
た
時
間

帯
だ
け
で
は
な
く
、
朝
・
昼
・

夜
、
土
曜
日
の
朝
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
時
間
帯
を
見
る
こ
と
」
と

述
べ
た
。
診
療
圏
調
査
に
関
し

て
も
「
京
都
は
寺
院
や
学
校
、

川
が
多
い
の
で
注
意
が
必
要
。

現
実
的
に
は
デ
ー
タ
通
り
に
は

な
ら
な
い
が
、
銀
行
等
と
の
融

資
交
渉
時
に
は
重
要
視
さ
れ

る
」
と
述
べ
た
。
そ
の
他
に

も
、
開
業
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
・
開
業
資
金
の
調
達
方
法
・

広
告
・
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
・
採

用
な
ど
実
例
を
交
え
な
が
ら
詳

し
く
解
説
し
た
。

　
先
輩
開
業
医
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
と
し
て
武
田
氏
は
「
開
業

す
る
に
あ
た
っ
て
大
事
な
こ
と

は
、
ま
ず
は
先
生
自
身
で
十
分

に
構
想
を
練
る
こ
と
。
そ
し
て

自
分
で
情
報
を
集
め
、
分
析

　
協
会
は
、
こ
の
間
の
新
電
力

撤
退
と
光
熱
水
費
高
騰
の
問
題

（
本
紙
3
1
2
6
号
既
報
）を
受

け
、
国
と
京
都
府
に
7
月
29
日

に
要
請
書
を
提
出
し
た
。

　
電
力
の
小
売
事
業
に
新
規
参

集
し
た
新
電
力
会
社
が
、
電
力

調
達
コ
ス
ト
の
高
止
ま
り
の
状

況
を
受
け
次
々
と
撤
退
。
既
存

開業準備は自身の目で見て考えて

勤務医向け講習会で勤務医向け講習会で
具体的アドバイス具体的アドバイス

電
力
等
高
騰
の
影
響
大

国
と
京
都
府
に
要
請

　
ま
た
、
光
熱
水
費
の
高
騰
自

体
が
医
療
機
関
の
経
営
に
打
撃

を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
府
に
対

し
、
国
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
府
内

医
療
機
関
を
対
象
と
し
た
光
熱

水
費
等
の
高
騰
に
対
す
る
支
援

策
を
講
じ
る
よ
う
求
め
た
。

　
要
請
書
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
ご
覧
い
た
だ
け
る
。

と
。
開
業
時
の
コ
ス
ト
も
抑
え

ら
れ
、
開
業
準
備
期
間
を
短
縮

で
き
る
こ
と
」
と
述
べ
た
。

　
最
後
に
、
曽
我
部
理
事
よ
り

地
区
医
師
会
へ
の
入
会
手
続
き

と
会
員
医
師
の
経
営
と
生
活
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
保
険
医
協
会
の

各
種
共
済
制
度
な
ど
を
説
明
し

た
。
参
加
者
全
員
か
ら
「
参
考

に
な
っ
た
」
と
の
感
想
を
い
た

だ
い
た
。

し
、
自
分
で
決
め
る
こ
と
」
と

述
べ
た
。
さ
ら
に
ク
リ
ニ
ッ
ク

成
功
の
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
「
①
立
地
（
集
患
の
最
重
要

ポ
イ
ン
ト
）、
②
診
療
を
休
み

な
く
続
け
る
こ
と
、
③
開
業
時

に
お
金
を
か
け
す
ぎ
な
い
こ

と
。
何
よ
り
も
自
分
が
楽
し
く

健
康
に
続
け
る
こ
と
だ
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
し
た
。
ま
た
、
武
田

氏
自
身
は
承
継
開
業
さ
れ
、
そ

の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
「
患
者
や

ス
タ
ッ
フ
を
引
き
継
げ
る
こ

十
分
な
構
想
と
楽
し
く
健
康
に

の
大
手
電
力
会
社
も
新
規
契
約

を
停
止
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

電
力
難
民
と
な
る
医
療
機
関
が

発
生
し
て
い
る
。
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
な
る
電
力
の

最
終
保
障
供
給
は
通
常
価
格
の

1
・
2
倍
と
な
り
、
通
常
価
格

が
高
騰
し
て
い
る
現
在
、
医
療

機
関
の
経
営
に
与
え
る
影
響
は

深
刻
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
、

協
会
は
国
に
対
し
、
①
社
会
イ

ン
フ
ラ
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
在
り

方
を
構
築
す
る
こ
と
②
医
療
機

関
の
安
定
的
な
運
営
を
保
障
し

地
域
医
療
を
守
る
観
点
か
ら
、

今
回
の
新
電
力
会
社
撤
退
の
影

響
を
受
け
、
不
幸
に
も
電
力
難

民
と
な
っ
た
医
療
機
関
と
の
契

約
を
優
先
的
に
引
き
受
け
る
よ

う
、
大
手
電
力
会
社
に
対
し
て

指
導
す
る
こ
と
―
を
求
め
た
。

実
践
を
随
所
に
取
り
入
れ
る
研
修
会

武
田
氏
は
成
功
の
3
ポ
イ
ン
ト
を

廣
井
氏
は
事
前
準
備
の
ポ
イ
ン
ト
を

要
請
書
は

こ
ち
ら
か
ら

新規開業を考える方のための講習会

日　時 11 月 27 日（日） 午前 10 時～午後 1 時
場　所 京都府保険医協会・会議室
「開業前の準備と開業後の工夫
　　～事例から学ぶ成長する医院づくり～」
ひろせ税理士法人認定登録医業経営コンサルタント 常田 幸男氏

「先輩開業医からのアドバイス」
医療法人ふくおかクリニック　院長 福岡 正平 氏

参加費 京都府保険医協会会員：無料
   非会員：5,500円 ※当日入会でも無料
※個別相談ご希望の場合は、申込時にその旨をお知らせ下さい。

共　催 有限会社アミス

COVID-19 これまでとこれから
日　時 9 月 24 日（土）  午後 2 時30分～ 4 時30分
場　所 京都府保険医協会・会議室（ウェブ併用）
講　師 忽那 賢志 氏 

大阪大学大学院医学系研究科感染制御学 教授 
大阪大学医学部附属病院感染制御部 部長

第672回 社会保険研究会

 ※日本医師生涯教育講座　08. 感染対策／1.5単位（申請中）

定　員 20人（先着順）※ウェブ参加は定員なし
  参加ご希望の方は、京都府保険医協会のホームページから

お申し込み下さい。

QRコードを読み取っていただければ、お申し込み画面が表示されます。

忽那先生のコメント
新型コロナウイルス感染症の流行が始まってから３年が経とうとしている。当初、治療薬やワ
クチンのない中で致死率が高かった本疾患も、2021年以降のワクチンの開始や治療薬の開発
によって徐々に致死率は低下してきた。変異株の出現によってワクチンによる感染予防効果の
低下が問題となっているが、少しずつ人類にとっての脅威ではなくなってきていることは間違
いないだろう。本講演では、これまでの総括と今後の展望について述べる。

お申込はこちらから

2 0 2 2 年 (令和 4年) 8 月 1 0 日 第 3 1 2 7 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月10日･25日発行



申込・お問い合わせは、京都府保険医協会へ（詳しい案内を差し上げます）
（ 9月12日（月）参加申込締切。現地会場参加は先着50人まで）

お問い合わせ先 「京都市中小企業等総合支援補助金」事務局　☎ 050ｰ2018-8102 または 0570-023-107　午前 9時～午後 5時（土日祝除く）

コロナ長期化や原油価格・物価高騰への支援

京都市 中小企業等総合支援補助金
申請受付期間 ７月28日（木）～10月31日（月）まで 補助上限額

法人 10万円
個人事業者 5 万円

補助率 10/10

対象の医療機関

京都市内の医療法人（従業員数100人以下、ただし持ち分ありの医療法人
は出資金が5,000万円以下）または個人診療所で2022年 4月～ 9月までの
間におけるいずれかの月（以下「対象月」）の売上高が、2019年 4月～
2021年 9月までの間における対象月と同月の売上高と比較して、30％以
上減少している方
※ 2021年10月１日～2022年６月30日に開業された医療機関は、対象月の売上高が、そ
の直前３カ月間の平均と比較して30％以上減少していることが要件です。

対 象 経 費

燃料費や光熱水費、原材料費、人件費、事務所等の家賃、資金調達コス
ト等事業の継続に要する経費
※ 市内で調達が可能な物品等については、市内での調達に努めていただくようお願いし
ます。

対 象 期 間

2022年 4月１日（金）～ 9月30日（金）までに支払、納品等が完了された
もの。

7／28～申請開始 !
10月31日（月）まで

第39回保団連　病院・有床診療所セミナー

申請方法

申請書に領収書等を添えて、郵送またはWEB申請フォー
ムで申請する。
※ 「事後申請」方式です。支払・納品等が完了された後に申請し
て下さい。

★申請書の入手方法

①WEB申請フォームはこちらから

② 申請書（ワードデータ）のダウンロードはこちらから
https://www.city.kyoto.lg.jp/sankan/
page/0000300206.html
京都市ホームページ「『京都市中小企業等総合
支援補助金』の募集について」の「２ 申請書
等」の「（１） 申請書等」

※区役所・支所等でも入手できます。
★郵送で申請される場合の送付先
〒604-8799　中京郵便局留
「京都市中小企業等総合支援補助金」事務局 宛

※１医療機関１回限り申請できます。

　保団連ホームページでは、各地の保険医協会・
保険医会主催のウェブ研究会・講習会を案内して
おり、他府県の会員でも参加・視聴できます。企
画概要等の詳細は、保団連情報サービスに登録し
た会員（登録無料）が閲覧できます。

研究会交流サイトは
こちらから

https://hodanren.doc-net.or.jp/
kenkyu/index.html

日　時 9月24日（土） 午後 6 時30分～ 9 時
9月25日（日） 午前10時～午後 3 時

場　所 TKP新宿カンファレンスセンター（東京都新宿区西新宿1-14-11）
＊新型コロナウイルス感染症の流行状態によっては、完全ウェブ開催となることもあります。

参加費 現　地　両日参加：１人10,000円、１日のみ参加：１人6,000円
 　　　 ※同一法人２人目以降は、上記より3,000円引きとなります。

ウェブ　5,000円（参加日に関わらず） 
 　　　 ※同一法人２人目以降は、上記より1,000円引きとなります。
主　催 全国保険医団体連合会

 ９月24日（土）　午後 6時～ 9時　全体会

○基調報告 「入院医療をめぐる動きと対策について」 （午後６時30分～７時）
報告　保団連病院・有床診対策部長　吉中 丈志 氏

○講 演 Ⅰ 「2024年度本格開始の『医師の働き方改革』への対応（仮）」 
（午後７時～９時）

講師　Basical Health産業医事務所代表　佐藤 文彦 氏 （医師）

 ９月25日（日）　午前10時～正午　全体会

○講 演 Ⅱ 「相次ぐ医療機関を狙うサイバー攻撃 医療機関が取り組むべき対策（仮）」
講師　 愛知医科大学病院医療情報部部長・特任教授 

一般社団法人医療ISAC代表理事　　深津　博 氏

 ９月25日（日）　午後 1時～ 3時　分科会

○病院分科会 「徹底討論 2024年度本格開始の医師の働き方改革にどう対応すべきか」
   病院会員アンケート結果を踏まえ、経験交流、問題点の把握と解決の

ための対策について検討する。
○有床診分科会 「有床診療所での事例報告～その後〈事例報告〉（仮）」
  過去の有床診分科会での事例報告のその後をご報告いただく。

研究会交流サイトのご活用を研究会交流サイトのご活用を保団連保団連

ホームページはこちらから

ウェブ配信
併用

●ウクライナ危機から見る「核抑止論」と「NPT体制」の問題点
― 今こそ核兵器禁止条約を全世界に
講師： スージー・スナイダー 氏（ICAN「核兵器廃絶国際キャンペーン」）
報告： 松井 和夫 氏 

（近畿反核医師懇談会「核兵器に投融資をするな」“DBOB”キャンペーン事務局長）
●「核共有」「核武装」「憲法9条改憲」で日本を守ることができるのか
― 非現実的な「現実主義者」たちの主張
講師：安斎 育郎 氏（立命館大学名誉教授）
●非核「神戸方式」を全世界に 講師：梶本 修史 氏（兵庫県原水協事務局長）

●シンポジウム「東日本大震災～福島第一原発事故とその後」
パネリスト： 齋藤 紀 氏（福島医療生協理事長）、小出裕章 氏（元京都大学原

子炉実験所助教）、石田 仁 氏（元大熊町副町長）、広川恵一 氏
（兵庫県保険医協会顧問）

　 コーディネーター： 郷地秀夫 氏（東神戸診療所所長／核戦争を防止する兵庫
県医師の会代表）

お申込みフォーム
はこちらから
▼

https://onl.bz/
pafi S9g

非核「神戸方式」
を世界へ

第32回第32回 反核医師のつどい反核医師のつどい in 兵庫in 兵庫
日　程 9月24日（土）・25日（日）
場　所 兵庫県保険医協会・会議室 ウェブ参加もOK

両日参加、オンライン参加でも参加費は変わりません
参加費 医師 5,000円　医療関係者 1,000円
締　切 8 月31日（水）

1 日目

午後
2 時30分

～

7 時

2 日目
午前9 時

～

午後
1 時30分

2 0 2 2 年 (令和 4年) 8 月 1 0 日第 3 1 2 7 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 4 )毎月10日･25日発行

新型コロナウイルス関連の医療機関経営情報新型コロナウイルス関連の医療機関経営情報
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二
類
感
染
症
患
者
入
院
診
療
加
算
に
つ
い
て

無料相談無料相談協会の

法 律
税 務 建 築

金 融 雇用管理
廃棄物処理

◇  会員の希望される専門家を 
ご紹介します

◇  随時、必要な時に 
相談できます
  ご都合の良い日を
各種専門家と日程調整します

◇ 相談は無料（ただし、１事案１回限り）
※ １事案につき１回の無料相談を超
えてのご相談は、個別相談に移行
し有料になります

詳細は
協会まで

年会費 永久無料

京都クレジットサービス㈱と提携
しているゴールドカードは、京都
府保険医協会の会員は個人・家
族・法人カードとも年会費は永久
無料です。有利な特典も備えてお
ります。ぜひお申込みをご検討下
さい。

ＤＣＤＣゴールドゴールド
カードカードののご案内ご案内

Ｑ
、
新
型
コ
ロ
ナ
臨
時
的
取

り
扱
い
の
事
務
連
絡
（
そ
の

72
）
で
、
診
療
・
検
査
医
療
機

関
（
府
Ｈ
Ｐ
公
表
）
が
算
定
で

き
る
二
類
感
染
症
患
者
入
院
診

療
加
算
（
外
来
診
療
）
は
22
年

9
月
30
日
ま
で
延
長
と
な
り
ま

し
た
。
算
定
す
る
に
あ
た
っ

て
、「
医
学
的
に
初
診
と
い
わ

れ
る
診
療
行
為
が
あ
る
場
合
」

と
さ
れ
ま
し
た
が
、
初
診
料
を

算
定
し
た
場
合
に
し
か
算
定
で

き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
、
初
診
料
を
算
定
す
る
初

診
の
場
合
に
限
り
ま
せ
ん
。
慢

性
疾
患
等
で
継
続
診
療
中
で
あ

り
、
再
診
料
を
算
定
す
る
場
合

　
端
的
に
言
っ
て
し
ま
う
と
、
彼

の
復
讐
は
大
い
に
成
功
し
た
。

　
旧
統
一
協
会
の
人
道
に
反
す
る

資
金
集
め
が
社
会
的
に
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
つ
る
ん
で
い
た

政
治
家
も
批
判
を
浴
び
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
宗
教
団
体
に
、
か

つ
て
な
い
打
撃
を
与
え
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
。

　
報
道
に
よ
る
と
、
山
上
徹
也
容

疑
者
の
生
家
は
裕
福
だ
っ
た
が
、

幼
い
時
に
父
が
自
殺
。
母
が
統
一

協
会
に
入
信
し
て
家
や
土
地
を
売

り
、
亡
父
の
生
命
保
険
金
を
含
め

て
約
1
億
円
の
献
金
を
重
ね
て
自

己
破
産
し
た
。
き
ょ
う
だ
い
3
人

は
困
窮
。
自
身
は
県
内
有
数
の
進

学
校
に
学
び
な
が
ら
大
学
へ
進
め

ず
、
海
上
自
衛
隊
を
経
て
、
工
場

な
ど
で
派
遣
労
働
を
続
け
て
き

た
。
小
児
が
ん
を
患
っ
て
い
た
兄

は
7
年
前
に
自
殺
し
た
。

7
月
8
日
の
銃
撃
事
件
の
動
機

は
怨
恨
だ
っ
た
。
家
庭
を
崩
壊
さ

せ
た
元
凶
が
旧
統
一
協
会
に
あ
る

と
い
う
恨
み
は
、
も
っ
と
も
な
も

の
だ
ろ
う
。
家
庭
が
大
事
だ
と
強

調
し
て
い
る
宗
教
な
の
だ
か
ら
、

怒
り
は
な
お
さ
ら
だ
。

　
し
か
し
教
団
幹
部
を
襲
う
の
が

難
し
か
っ
た
た
め
、
安
倍
元
首
相

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
と
い
う
。

こ
れ
は
筋
違
い
だ
っ
た
の
か
。

　
安
倍
氏
は
、
祖
父
の
岸
信
介
か

ら
の
縁
を
引
き
継
ぎ
、
右
派
の
代

表
格
と
し
て
統
一
協
会
・
勝
共
連

合
と
つ
な
が
っ
て
い
た
。
教
団
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
、
広
告
塔
的

な
存
在
に
も
な
っ
て
い
た
。

　
そ
う
い
う
役
割
を
山
上
容
疑
者

は
調
べ
た
う
え
で
標
的
に
し
た
よ

う
だ
。
広
い
意
味
で
は
、
教
団
の

擁
護
と
い
う
政
治
活
動
に
対
す
る

テ
ロ
と
言
え
る
。
実
際
、
教
団
幹

部
を
襲
う
よ
り
、
は
る
か
に
大
き

な
波
及
効
果
を
生
ん
だ
。

　
と
は
い
え
も
ち
ろ
ん
、
ど
ん
な

に
恨
み
が
あ
っ
て
も
、
私
的
な
復

讐
、
制
裁
は
許
さ
れ
て
い
な
い
。

　
刑
事
処
罰
の
権
限
を
持
つ
の
は

国
家
だ
け
。
民
事
で
も
司
法
手
続

き
を
経
ず
に
一
方
的
な
自
力
救
済

を
図
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
が
法
治
国
家
で
あ
る
。

　
今
回
の
事
件
は
、
民
主
主
義
や

言
論
の
自
由
と
い
う
よ
り
、
法
治

国
家
の
問
題
だ
ろ
う
。

　
裏
返
す
と
、
刑
事
・
民
事
の
司

法
機
能
、
そ
し
て
行
政
・
立
法
・

報
道
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
の
機

能
が
し
っ
か
り
働
い
て
、
社
会
正

義
と
人
権
が
守
ら
れ
て
い
て
こ

そ
、
私
的
な
復
讐
に
歯
止
め
を
か

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
霊
感
商
法
な
ど
の
行
為
を
警

察
・
検
察
が
捜
査
し
て
処
罰
す

る
。
不
当
な
勧
誘
や
過
剰
な
献
金

の
被
害
を
民
事
的
に
救
済
す
る
。

宗
教
団
体
に
対
し
て
行
政
が
必
要

な
規
制
や
指
導
監
督
を
行
う
。

　
そ
れ
ら
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い

れ
ば
、
容
疑
者
の
家
庭
も
破
滅
に

至
ら
ず
、
恨
み
骨
髄
に
な
ら
な

か
っ
た
だ
ろ
う
。

　
旧
統
一
協
会
と
つ
な
が
っ
た
政

治
家
が
、
そ
れ
ら
の
機
能
を
妨
害

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
。

　
法
治
・
社
会
正
義
と
い
う
意
味

で
は
、
安
倍
氏
が
や
っ
て
き
た
こ

と
も
振
り
返
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　
憲
法
解
釈
を
変
え
て
安
保
法
制

を
強
行
し
た
。
疑
惑
が
生
じ
る
と

国
会
で
ウ
ソ
の
答
弁
を
重
ね
、
公

文
書
改
ざ
ん
を
招
い
た
。
憲
法
の

定
め
る
数
の
国
会
議
員
が
求
め
た

国
会
の
召
集
に
応
じ
な
い
。
メ

デ
ィ
ア
に
圧
力
を
か
け
、
検
察
幹

部
の
人
事
に
介
入
し
た
。
取
り
巻

き
や
お
友
達
が
甘
い
汁
を
吸
い
、

違
法
行
為
が
あ
っ
て
も
処
罰
さ
れ

な
い
構
造
・
風
潮
を
作
っ
た
。

　
法
治
を
壊
し
て
き
た
政
治
家

が
、
法
治
を
破
壊
す
る
テ
ロ
の
犠

牲
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
最
後
は

法
的
根
拠
の
な
い
国
葬
で
、
賛
否

の
喧
騒
の
中
、
送
ら
れ
る
の
か
。

（
50
歳
代
前
半
男
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
患
者
は
胸
痛
の
た
め
本
件
医

療
機
関
を
日
曜
日
に
緊
急
に
受

診
し
た
。担
当
医
は
、心
電
図
・

レ
ン
ト
ゲ
ン
・
Ｃ
Ｔ
・
血
液
検

査
を
実
施
。
異
常
な
し
と
診
断

し
、
ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
、
カ

ロ
ナ
ー
ル
Ⓡ
を
投
与
し
た
。
し

か
し
、
痛
み
が
治
ま
ら
な
か
っ

た
た
め
、
ロ
ル
フ
ェ
ナ
ミ
ン

錠
Ⓡ
を
処
方
し
帰
宅
さ
せ
た
。

患
者
は
帰
宅
後
も
痛
み
が
治
ま

ら
な
か
っ
た
た
め
、
翌
日
に
別

の
Ａ
医
療
機
関
を
受
診
す
る
と

「
急
性
心
筋
梗
塞
」
と
診
断
さ

下
の
点
か
ら
医
療
過
誤
を
否
定

し
た
。

　
①
患
者
が
受
診
し
た
日
は
日

曜
日
で
、
一
般
内
科
医
が
対
応

し
た
が
心
電
図
等
か
ら
急
性
心

筋
梗
塞
を
確
定
診
断
す
る
こ
と

は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
な
お
、

そ
の
当
時
は
循
環
器
内
科
医
は

常
勤
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
②
急
性
心
筋
梗
塞
を
強
く
疑

う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
以

上
、
循
環
器
内
科
医
が
常
勤
し

て
い
る
高
次
医
療
機
関
を
紹
介

す
る
根
拠
も
な
い
こ
と
に
な

り
、
専
門
医
へ
の
転
医
勧
告
義

務
は
な
い
。

　
③
患
者
は
記
憶
に
は
な
い
と

の
こ
と
だ
が
、
カ
ル
テ
に
は

「
痛
み
が
続
く
よ
う
な
ら
再
診

を
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
療

養
指
導
も
実
施
し
て
い
て
問
題

な
い
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

5
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
カ
ル
テ
記
載
に
よ
る
と
患
者

は
高
血
圧
症
の
既
往
が
な
か
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
受
診
し

た
日
に
2
回
も
血
圧
測
定
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
が
1

6
9
／
1
1
3
㎜
Hg
、
1
5
9

／
1
1
1
㎜
Hg
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
白
血
球
数
も
1
万
を
超
過

し
て
お
り
、
胸
部
痛
も
治
ま
っ

て
い
な
か
っ
た
。
担
当
医
が
異

常
な
し
と
判
断
し
患
者
を
帰
宅

れ
、
Ｂ
医
療
機
関
に
緊
急
に
入

院
し
カ
テ
ー
テ
ル
手
術
を
受
け

た
。

　
患
者
側
は
、
本
件
医
療
機
関

の
担
当
医
が
急
性
心
筋
梗
塞
を

見
落
と
し
た
た
め
、
心
筋
の
一

部
が
壊
死
し
た
と
責
任
追
及
す

る
と
と
も
に
担
当
医
と
の
個
人

面
談
を
希
望
し
、
カ
ル
テ
開
示

も
要
望
し
た
。

　
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
以

急
性
心
筋
梗
塞
の
見
落
と
し

医
師
医
師
がが
選
ん
だ

選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
167

復
讐
に
走
ら
せ
た「
社
会
正
義
の
機
能
不
全
」

さ
せ
た
点
に
つ
い
て
は
問
題
が

な
か
っ
た
と
は
言
い
難
い
が
、

医
療
機
関
側
の
主
張
①
〜
③
は

妥
当
で
あ
り
、
医
療
過
誤
を
否

定
で
き
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

〈
結
果
〉

　
医
療
機
関
側
は
患
者
に
対
し

て
医
療
過
誤
を
否
定
す
る
と
と

も
に
、
根
気
よ
く
説
明
を
繰
り

返
し
た
結
果
、
患
者
の
納
得
を

得
ら
れ
た
。

に
つ
い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
疑
い
に
つ
い
て

初
診
で
あ
れ
ば
算
定
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
同
じ
く
診
療
・
検
査

医
療
機
関
（
府
Ｈ
Ｐ
公
表
）
等

が
、
電
話
等
に
よ
る
診
療
を

行
っ
た
場
合
（
重
症
化
リ
ス
ク

の
高
い
も
の
に
限
る
）
に
算
定

で
き
る
「
電
話
等
に
よ
る
診
療

（
1
4
7
点
）」
に
つ
い
て
も
、

22
年
9
月
30
日
ま
で
延
長
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
臨
時
的
取
扱
い
の
事
務
連
絡

（
そ
の
72
）
は
、
京
都
保
険
医

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
参
照

下
さ
い
。

2 0 2 2 年 (令和 4年) 8 月 1 0 日 第 3 1 2 7 号京 都 保 険 医 新 聞( 5 ) 毎月10日･25日発行

原　昌平  （ジャーナリスト）

32

対　　象：京都府保険医協会会員
 ※原則として取りに来ていただける方

期　　間：10日間
 ※ 希望多数の場合、早めにご返却いた

だくことがあります

貸出モデル： ＣＰＲ対応訓練用モデル
 （除細動器の貸出可）
申　　込：京都府保険医協会事務局まで

CPR対応訓練用モデル

　協会では、医療安全対策の一環として医療機関向けに除細動のトレーニ
ングにも対応できる救急蘇生モデルの貸し出しを行っています。院内や院
外での除細動器を使った実践的なＣＰＲトレーニングにご活用下さい。

貸出料　無料

救命救急対策救命救急対策にに救急蘇生モデル救急蘇生モデルののご活用ご活用をを

貸 出 要 領

医療安全研修DVDpartⅢ
シリーズ第 3 弾

絶賛
発売中!!

定　価 11,000円
京都協会会員
 5,000円
他府県協会会員
 7,000円

各税込送料別



　
高
齢
あ
る
い
は
、
が
ん
な
ど
で

終
末
期
を
迎
え
た
ら
、
口
か
ら
食

べ
ら
れ
な
く
な
る
の
は
当
た
り
前

で
、
胃
瘻
や
点
滴
な
ど
の
人
工
栄

養
で
延
命
を
図
る
こ
と
は
非
倫
理

的
で
あ
る
。
そ
ん
な
こ
と
を
す
る

の
は
高
齢
者
虐
待
と
い
う
考
え
方

さ
え
あ
る
と
い
う
（『
欧
米
に
寝

た
き
り
老
人
は
い
な
い
』
宮
本
顕

二
、
宮
本
礼
子
著
）。
わ
が
国
で

も
、
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
の
概
念
が

導
入
さ
れ
、
あ
ら
か
じ
め
終
末
期

を
含
め
た
今
後
の
医
療
や
介
護
に

つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
や
、
意
思

決
定
が
で
き
な
く
な
っ
た
時
に
備

え
て
、
本
人
に
代
わ
っ
て
意
思
決

定
を
す
る
人
を
決
め
て
お
く
こ
と

が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
最
近
は
誤
嚥
性
肺
炎
で
胃
瘻

を
造
設
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

く
な
っ
た
。

　
風
邪
な
ど
の
時
に
受
診
さ
れ
る

Ｔ
さ
ん
が
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ

る
と
来
院
さ
れ
た
。

　「
実
は
、
お
袋
な
の
で
す
が
、

転
倒
し
て
左
大
腿
骨
頸
部
を
骨
折

し
て
手
術
を
受
け
た
の
で
す
」

　「
そ
れ
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

　「
手
術
は
し
た
の
で
す
が
、
認

知
症
も
あ
っ
て
寝
た
き
り
に
な
っ

た
の
で
す
。
昨
日
か
ら
、
様
子
が

お
か
し
い
の
で
往
診
し
て
も
ら
え

な
い
で
す
か
」

　
昔
か
ら
の
知
り
合
い
で
、
自
営

業
の
夫
を
助
け
て
働
い
て
こ
ら
れ

た
方
で
あ
る
。
認
知
症
と
聞
い
て

い
た
が
、
寝
た
き
り
に
な
ら
れ
て

い
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
断
る

わ
け
に
も
い
か
ず
、
診
に
行
く
こ

と
と
し
た
。

　「
熱
が
あ
る
の
は
い
つ
か
ら
で

す
か
」

　「
え
っ
、
熱
で
す
か
」

　「
ほ
ら
、
ゼ
イ
ゼ
イ
と
い
っ
て

い
る
で
し
ょ
。
熱
も
あ
る
し
、

き
っ
と
肺
炎
で
す
よ
」

　「
肺
炎
で
す
か
」

　「
き
っ
と
、
食
べ
た
物
が
気
管

に
入
っ
て
肺
炎
を
起
こ
し
た
の
で

す
」

　
家
族
と
相
談
し
て
、
入
院
し
て

も
ら
っ
た
。
2
週
間
ほ
ど
の
入
院

で
あ
っ
た
が
、
抗
生
剤
の
点
滴
な

ど
で
肺
炎
は
治
癒
し
た
。
そ
し
て

胃
瘻
を
造
設
し
て
退
院
し
て
こ
ら

れ
た
。
退
院
後
は
、
家
族
の
認
識

も
で
き
ず
、
次
第
に
膝
関
節
、
股

関
節
、
肘
関
節
な
ど
も
拘
縮
し

て
、
着
替
え
さ
せ
る
の
に
も
苦
労

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
、
介
護
用
ベ
ッ
ド
、
エ

ア
マ
ッ
ト
、
そ
の
時
々
の
身
体
状

態
に
合
わ
せ
な
が
ら
、
お
む
つ
交

換
な
ど
の
た
め
に
訪
問
介
護
や
訪

問
入
浴
を
導
入
し
て
く
れ
た
。
そ

し
て
、
訪
問
看
護
を
週
1
回
導
入

し
て
、
月
1
度
は
在
宅
診
療
に
伺

う
こ
と
と
し
た
。
Ｔ
さ
ん
も
、
毎

日
朝
と
夕
の
2
回
、
胃
瘻
か
ら
の

経
腸
栄
養
食
の
注
入
を
続
け
て
く

だ
さ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
5

年
が
経
過
し
た
。

　「
毎
日
の
経
腸
栄
養
食
の
注
入

は
大
変
で
す
ね
」

　「
そ
う
な
の
で
す
。こ
の
数
年
、家

を
空
け
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
」

　「
寝
た
き
り
で
も
、少
し
で
も
言

葉
が
出
た
ら
よ
い
で
す
の
に
ね
」

　「
あ
の
時
は
助
け
た
い
と
胃
瘻

を
選
択
し
た
の
で
す
が
、
今
で
は

あ
の
選
択
で
本
当
に
良
か
っ
た
の

だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
す
」

　
こ
の
よ
う
な
話
を
Ｔ
さ
ん
と
し

て
い
る
の
を
、
じ
ー
っ
と
聞
い
て

い
た
ご
主
人
が
口
を
開
い
た
。

　「
そ
れ
で
も
今
朝
は
、
ち
ょ
っ

と
話
を
し
て
く
れ
た
の
で
す
よ
」

　「
え
っ
、
本
当
で
す
か
」

　「
長
年
連
れ
添
っ
て
き
た
の
で

す
か
ら
、
こ
い
つ
が
何
を
言
っ
て

い
る
か
分
か
り
ま
す
よ
」

　「
そ
う
で
し
ょ
う
ね
」

　「
こ
の
人
に
は
苦
労
を
か
け
て

き
た
の
だ
か
ら
、
生
き
て
い
て
も

ら
う
だ
け
で
よ
い
の
で
す
」

　
こ
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
夫

に
と
っ
て
は
寝
た
き
り
で
認
知
症

の
あ
る
妻
で
あ
っ
て
も
大
切
な
命

で
あ
り
、
生
き
る
支
え
で
あ
る
こ

と
を
知
ら
さ
れ
た
。

　
起
伏
は
あ
る
も
の
の
退
院
後
5

年
間
は
順
調
に
経
過
し
て
い
た
。

し
か
し
6
年
目
に
入
っ
た
頃
か
ら

発
熱
す
る
よ
う
に
な
り
、
黒
色
便

が
出
だ
し
た
。
そ
し
て
5
年
半
が

過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
、
嘔
吐
さ
れ
呼

吸
状
態
が
悪
化
し
て
、
自
宅
で
お

亡
く
な
り
に
な
っ
た
。

　
死
の
4
年
前
か
ら
は
呼
び
か
け

に
一
寸
反
応
す
る
だ
け
で
あ
っ

た
。
5
年
半
に
も
わ
た
る
在
宅
療

養
が
本
当
に
必
要
で
あ
っ
た
の
か

と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
た
だ
、
良

し
悪
し
は
別
と
し
て
、
夫
や
家
族

と
の
別
れ
が
5
年
半
も
延
ば
せ

て
、
死
を
受
け
入
れ
る
時
間
的
余

裕
が
で
き
た
。
欧
米
に
寝
た
き
り

老
人
が
い
な
い
、
欧
米
で
は
寝
た

き
り
に
な
る
ま
で
に
人
生
を
閉
じ

さ
せ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ

れ
を
必
ず
し
も
模
倣
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
訳
で
も
な
い
気
に
な
っ

た
の
は
ど
う
し
て
だ
ろ
う
か
。

胃

瘻

飯田 泰啓（相楽）
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第 14 回

投
稿
の
お
願
い

　
会
員
の
投
稿
を
募
集
し
て
い

ま
す
。随
筆（
8
0
0
字
程
度
）、

写
真
、
絵
、
短
歌
、
詩
な
ど
、

何
で
も
結
構
で
す
。
些
少
で
す

が
謝
礼
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽

に
お
声
か
け
下
さ
い
。

事
務
局
休
務
の

お
知
ら
せ

8
月
15
日
（
月
）・
16
日

（
火
）
の
両
日
は
、
事
務
局
休

務
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
了
承
下
さ
い
。

訃
　
報

神
谷
勝
久
氏
（
享
年
68
、
右

京
）
７
月
20
日
ご
逝
去

津
田
光
夫
氏
（
享
年
75
、
乙

訓
）
７
月
30
日
ご
逝
去

　
協
会
理
事
：
1
9
9
5
年
〜

2
0
1
2
年

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

　
前
回
、
本
紙
2
0
2
1
年
1

月
25
日
3
0
9
0
号
で
、
Ｄ
・

Ｗ
―
ウ
ェ
ル
ズ
の
『
地
球
に
住

め
な
く
な
る
日
「
気
候
崩
壊
」

の
避
け
ら
れ
な
い
真
実
』
を
紹

介
し
、
副
題
と
し
て
「
地
球
に

負
担
を
掛
け
な
い
生
活
改
善
を

学
ぼ
う
」
と
提
案
し
た
。「
も

う
避
け
ら
れ
な
い
の
な
ら
、
今

さ
ら
生
活
改
善
で
も
あ
る
ま

い
。
矛
盾
し
て
い
る
」
と
の
読

後
の
ご
意
見
を
頂
戴
し
た
。

「
そ
れ
も
そ
う
だ
な
あ
」
と
半

ば
諦
め
ぎ
み
に
今
の
生
活
を
続

け
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
何

か
具
体
的
な
生
活
改
善
項
目
を

知
り
た
い
も
の
だ
と
、
近
隣
書

店
で
、
そ
の
「
解
決
す
る
方

法
」
と
書
題
に
あ
る
こ
の
書
籍

を
見
つ
け
て
藁
を
も
つ
か
む
思

い
で
購
読
し
た
。
冒
頭
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
若
き
環
境
活
動

家
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ
氏

が
序
文
を
書
い
て
い
る
。
大
気

中
の
二
酸
化
炭
素
の
安
全
な
限

界
値
は
約
3
5
0
ppm  と
考
え
ら

れ
て
い
る
が
、
す
で
に
1
9
8

地

球

環

境

改

善

に

日
常
生
活
か
ら
思
案
実
行
を

『地球の限界』
オーウェン・ガフニー／
ヨハン・ロックストローム 著

2022年 2 月26日
河出書房新社 発行
3,135円（税込）

宇田 憲司（宇治久世）

最
近
の
指
数
関
数
的
増
加
の
影

響
が
著
し
く
、
世
界
人
口
の
10

％
が
他
の
90
％
よ
り
多
く
二
酸

化
炭
素
を
排
出
す
る
気
候
不
正

義
を
指
摘
す
る
。
ま
ず
、
科
学

者
達
の
執
筆
し
た
こ
の
本
書
を

必
ず
読
み
知
る
こ
と
を
重
要

と
す
る
。

　
そ
こ
で
、
本
書
か
ら
日
常
生

活
の
中
で
、
個
々
人
が
具
体
的

で
簡
単
に
で
き
、
し
か
も
そ
の

効
果
が
目
に
見
え
て
判
る
よ
う

な
こ
と
で
、
何
か
皆
と
大
多
数

で
継
続
的
に
行
え
ば
、
地
球
環

境
を
守
る
こ
と
が
得
ら
れ
る
、

そ
の
項
目
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
考
え
た
。

　
前
稿
で
の
小
宮
山
宏
氏
は

『
地
球
持
続
の
技
術
』（
岩
波
新

書
）
に
3
項
目
を
挙
げ
「
ビ

ジ
ョ
ン
2
0
5
0
」
促
進
へ
と

提
起
す
る
。

　
熱
中
症
も
恐
い
が
、
温
暖
化

対
策
に
環
境
省
は
「
ク
ー
ル
ビ

ズ
」
を
呼
び
か
け
、
室
温
28
℃

を
推
奨
し
た
。
一
方
で
入
室
す

る
と
寒
く
な
る
ビ
ル
も
ま
だ
あ

り
、
問
題
で
あ
る
。

　
個
人
的
実
践
と
し
て
は
、
⒜

夜
の
勉
強
時
な
ど
も
、
離
机
時

は
、
小
ま
め
に
ス
イ
ッ
チ
を
切

り
消
灯
す
る
、
⒝
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
や
非
燃
性
ゴ
ミ
と
可
燃
性
ゴ

ミ
の
分
別
廃
棄
を
厳
密
に
す

る
、
⒞
牛
乳
・
ジ
ュ
ー
ス
等

1
Ｌ
用
の
紙
パ
ッ
ク
を
切
り
開

い
て
再
生
紙
用
に
回
し
、
ま

た
、
⒟
少
人
数
用
に
自
動
車

の
運
転
は
や
め
、
電
動
自
転
車

に
変
更
し
た
。
こ
の
中
で
効
果

的
な
の
は
、
⒜
〜
⒞
よ
り
や

は
り
、
⒟
で
あ
ろ
う
か
。

　
本
書
で
は
、
さ
ら
に
き
め
細

か
く
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
・
ス

チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
（
責
任
あ

る
地
球
管
理
）
に
向
け
、
こ
の

2
0
2
0
年
代
を
社
会
・
政

治
・
経
済
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

4
つ
の
重
要
分
野
で
世
界
が
有

益
な
転
換
点
と
す
べ
く
、
例
え

ば
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
レ
ベ

リ
オ
ン
（
Ｘ
Ｒ
）
の
要
求
の
よ

う
に
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
「
気

候
非
常
事
態
」
を
宣
言
す
る

他
、
2
0
2
5
年
に
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
を
実
質
0
に
す

る
旨
法
律
に
明
記
す
る
と
約
束

さ
せ
る
こ
と
を
求
め
た
り
、
そ

の
他
ア
ー
ス
シ
ョ
ッ
ト
（
地
球

の
視
点
で
考
え
る
）
構
想
が
多

く
提
唱
さ
れ
て
お
り
、
徐
々
に

実
行
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
す
る
。

こ
れ
ま
で
、
第
1
幕
〜
第
3
幕

の
地
球
環
境
衰
退
の
現
実
描
写

を
読
み
絶
望
的
な
暗
い
気
分
に

な
っ
て
い
た
が
少
し
は
未
来
へ

の
希
望
に
目
が
向
か
う
。
た
だ

し
、
そ
の
内
容
は
個
人
に
は
や

や
抽
象
的
で
、
項
目
の
抽
出
に

は
勉
強
会
も
要
す
る
で
あ
ろ
う

し
、
法
律
を
制
定
し
て
実
現
す

る
に
は
、
市
民
・
国
民
が
そ
う

求
め
、
そ
れ
に
関
し
て
そ
の
方

向
へ
の
社
会
的
運
動
へ
の
参

画
・
実
行
も
要
す
る
と
す
る
。

　
『
1
9
8
4
年
』の
パ
ロ
デ
ィ

で
も
あ
る
ま
い
が
、
小
説
『
2

0
8
4
年
報
告
書
―
地
球
温
暖

化
の
口
述
記
録
』
で
は
、
気
温

上
昇
に
よ
り
、
干
ば
つ
や
ら
森

林
火
災
が
頻
発
し
、
雨
量
の
増

減
も
極
端
で
、
つ
い
に
は
水
不

足
・
灌
漑
不
足
で
農
耕
も
で
き

ず
、
氷
河
も
消
え
て
海
面
上
昇

し
低
地
が
水
没
す
る
な
ど
地
球

上
で
は
崩
壊
が
進
行
し
て
い

る
。
米
・
中
・
印
・
日
の
4
大

消
費
国
の
二
酸
化
炭
素
の
垂
れ

流
し
に
よ
る
温
暖
化
と
恨
ま
れ

て
い
る
。

　
本
書
で
は
、
そ
れ
ら
の
回
避

に
最
後
の
こ
の
10
数
年
間
を
有

効
期
間
と
し
て
有
益
に
使
用
で

き
る
よ
う
そ
の
重
要
性
が
強
調

さ
れ
る
。
ご
購
入
・
ご
一
読
を

お
勧
め
す
る
。

7
年
に
そ
れ
に
達

し
、
2
0
2
0
年
に

は
4
1
5
ppm  を
越

え
、
人
間
を
原
因
と

す
る
二
酸
化
炭
素
排

出
量
の
半
分
は
、
1

9
9
0
年
か
ら
の
30

年
間
に
排
出
さ
れ
た

も
の
と
し
て
、
こ
の
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